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『子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）』
『インフルエンザ菌b型ワクチン（ヒブワクチン）』
『小児用肺炎球菌ワクチン』　　　　　接種費用助成のお知らせ
平成23年1月より『子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）』『インフルエンザ菌b型ワクチン（ヒブワクチン）』『小児用肺炎球菌ワクチン』の３つの予防接種を無料で接種できる助成制度が始まりました。
［対象者］
日高村に住所を有する方で以下に該当する方
	　
	子宮頸がん予防ワクチン
（ＨＰＶワクチン）
	インフルエンザ菌

ｂ型ワクチン
（ヒブワクチン）
	小児用肺炎球菌ワクチン

	接種対象者
	中学１年生（１３歳相当）～
　高校３年生（１８歳相当）の女子 
	接種日時点で、生後２ヵ月～５歳未満の乳幼児


※ 平成22年12月以降にお生まれになったお子さまや転入されてきたお子さまで、上記の予防接種を希望される方は日高村保健センター（電話：２４－５００１）までご連絡ください。
［実施期間］
　 平成２３年１月１日～平成２４年３月３１日
※ 予防接種の種類や対象者年齢によって接種回数が異なります。（複数回の接種が必要な場合があります。）接種を希望される方は上記の期間内に接種が完了するよう、接種スケジュール等について接種医とよくご相談ください。 
[注意事項]
　上記の予防接種は、予防接種法に定められた「定期接種」ではなく、接種者（保護者）の希望により接種する「任意接種」です。予防接種を受けるかどうかについては、接種者（保護者）の判断となりますので、かかりつけ医とよくご相談の上でご検討ください。
万が一、これらのワクチン接種による健康被害が生じた場合は、その内容や程度によって、村が加入している保険や、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の救済制度が適用されます。
［接種スケジュール］
	　
	子宮頸がん予防ワクチン

（ＨＰＶワクチン）
	インフルエンザ菌ｂ型ワクチン
（ヒブワクチン）
	小児用肺炎球菌ワクチン

	接種回数
	３回
	※接種開始時の年齢によって、接種回数が異なります

	接種
スケジュール
	1回目接種の

1ヵ月後に2回目を接種し、
6ヵ月後に3回目を接種


＊ 1回目　接種
　　　

（ 1 ヵ 月 後 ）

＊ 2回目　接種
（ 6 ヵ 月 後 ）

＊ 3回目　接種
※3回接種しないと、
十分な効果は得られません。

　


	

 

２～７ヶ月未満

　 　　（４回接種）

○初回免疫として

４週間から８週間の間隔で
３回 接種
○追加免疫として

３回目の接種後、

おおむね１年の間隔で
１回 接種
　
	
                   


　　　２～７ヶ月未満

　 　　（４回接種）

○初回免疫として

２７日以上の間隔で
３回 接種
○追加免疫として

３回目の接種後、

６０日以上の間隔で
１回 接種
※３回目の接種は１２ヶ月未満までに完了すること

	
	
	

　　　７～１２ヶ月未満

　　　　（３回接種）

○初回免疫として

４週間から８週間の間隔で
  ２回 接種
○追加免疫として

２回目の接種後、

おおむね１年の間隔で
  １回 接種
　　１２ヶ月～５歳未満

　　　　（１回接種）

　 対象年齢内に １回 接種　　
	

　　　７～１２ヶ月未満
　　　　（３回接種）

○初回免疫として

２７日以上の間隔で
　２回 接種
○追加免疫として

２回目の接種後、

６０日以上の間隔で
　１回 接種
　１２ヶ月～２歳未満

　　　（２回接種）

　　６０日以上の間隔で
    ２回 接種
　　　２歳～５歳未満
（１回接種）

対象年齢内に １回 接種

	
	
	※５歳になると接種できません。また、上記の受診期間を
過ぎると助成の対象外となります。


［接種できる医療機関］ 
県内の委託医療機関（近隣で接種できる医療機関は以下の通りです。）

· この他の医療機関で接種を希望される場合は、直接その医療機関にお問い合わせいただくか、日高村保健センターまでお問い合わせください。　
日高クリニック　　　　　　　　（℡　０８８９－２４－７７８５）
いの町立国民健康保険仁淀病院　（℡　０８８－８９３－１５５１）

佐川町立高北国民健康保険病院　（℡　０８８９－２２－１１６６）

くぼたこどもクリニック　　　　（℡　０８８９－２２－０６６６）

石黒小児科　　　　　　　　　　（℡　０８８－８５２－０１００）

　　　
· 子宮頸がんとワクチンについて

· インフルエンザ菌b型（ヒブ）とワクチンについて

· 肺炎球菌とワクチンについて



子宮頸がんは、発がん性のヒトパピローマウイルス(HPV)というウイルスの持続感染が原因となって発症するがんです。このウイルスに感染すること自体は決して特別なことではなく、感染しても多くの場合は自然に排除されます。しかし、ウイルスが排除されず、感染した状態が長く続くと、数年から数十年をかけて子宮頸がんを発症することがあります。近年２０代や３０代の若年層で増加傾向がみられています。


子宮頸がん予防ワクチンは、子宮頸がんから最も多く検出される16型、18型のHPVに対する


抗原を含んだワクチンです。この為、すべての発がん性HPVに有効なものではありません。ワクチン接種に加えて、定期的ながん検診を受け、早期発見に努めることも大切です。











冬に流行するインフルエンザ(流行性感冒)の原因である「インフルエンザウイルス」とは(名前は似ていますが）全く別のものです。乳幼児に重篤な後遺症を残すことがある細菌性髄膜炎を起こす原因の過半数を占める病原細菌です。5歳未満の乳幼児がかかりやすく、特に生後３ヵ月から２歳までにかかりやすいので注意が必要です。


インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）ワクチンは世界の136カ国で導入されており、細菌性髄膜炎などの侵襲性ヒブ感染症の患者数が95%以上減少するなど、多くの国で細菌性髄膜炎を予防する効果が実証されています。 














肺炎球菌は、多くの子どもが鼻などに保菌している菌です。しかし、この菌が何らかのきっかけで血液中に入った場合、菌血症から敗血症や髄膜炎を起こします。 また、髄膜炎が治癒した場合も、難聴、精神発達遅滞などの重度な後遺症が残ります。


小児用肺炎球菌ワクチンは肺炎球菌による髄膜炎を90%以上減少させるなど予防に効果があるといわれています。　　     　　　　　　　　　　








問い合わせ先








日高村保健センター（☎０８８９－２４－５００１）
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小児用肺炎球菌








